
担当省庁名：　外務省

 国際機関名 （略称）

 種　　　別 国連本体 　　　　　　〇その他　　　

 所轄官庁担当局課名

金　　　額
邦　　貨 外貨１ 外貨２ レート 拠出率（％） ODA率（％）

単   位 （千　円） （千ドル） （千　　　） （注１）
8,960 73 1$ = 122 円 (2003年)　　　100 100

11,346 93 1$ = 122 円 (2002年)　　　100  100
10,700 100 1$ = 107 円 (2001年) 　　 100 100

 拠出上位５ヶ国

国　　　　名 　 　　　　　　率（％）
１位
２位
３位 備考：我が国の拠出のみに
４位
５位

 邦人職員が占めている幹部ポスト

ポストの名称（ランク） 職　員　氏　名 備　　考

 当該機関重要ポストへの邦人職員送り込みについての具体的な計画

 最近３年間の我が国支払額及び拠出率、ODA率

平成１５年度

拠出金名：　日・カリブ友好協力基金   　　　　　　　　　　　　　　

（注）我が国と各国とは会計年度が異なるため、拠出率については暦年（2001年～2003年）。

 邦人職員数
  うち幹部(D1)
  以上

　現在、上記邦人職員（ＪＩＣＡ専門家）は、地域開発計画専門家として本基金運用主体たるカリコム事務
局で我が国ＯＤＡ案件形成・推進に従事するほか、本基金の活用・運営についても様々な形で支援を行っ
ている。（カウンターパートナーはカリコム事務局資源活用・技術協力部長）

国連専門機関

　　　  よる基金

カリコム

外務省中南米局カリブ室

日本

平成１４年度
平成１３年度

 当該機関に対する我が国としての評価（当該国際機関の政策に対する我が国の意見の反映度を含む）

　本拠出金を活用した事業の実施に当たっては、カリコム事務局がカリコム加盟各国の要請をとりまと
め、案件形成（わが国の技術協力により派遣されている日本人専門家が助言・支援）を行い、かかる案件
の実施について日本政府に対して承認要請を行う。日本政府は、右要請を審査し、承認・不承認を決定し
た上で、本基金への拠出を行う。事業実施後、日本政府はカリコム事務局より報告を受ける。右プロセス
を経ることにより、本基金の運用・管理については、高い適格性が確保されている。

　２００３年７月に開催された第２４回カリコム首脳会議において、カリコム事務局の機構改革が審議され、
事務局長やその他の幹部ポストの機能強化及び事務局の効率化について審議が行われた。更に、２００
５年末までには現在建築中のカリコム事務局本部ビル（資金の一部はわが国のノンプロ無償資金協力に
て支援）が完成予定であり、これまで分散していた各部局が新本部ビルに集約されることになっており、業
務の合理化・効率化が進むことが期待される。

 合理化、機能強化のための改革が行われているか。
 　行われている場合はその現状と我が国としての評価

　　　 　　　　　1　人
　　　うち　　　0　人

当該機関の職員数
及び邦人職員が

職員全体にしめる率

カリブ共同体 

100

227 人
0.004　％


